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コドン：３塩基配列によるアミノ酸指定

翻訳開始 ド （メチオ ）翻訳開始コドン：ATG（メチオニン）
終止コドン：UAG, UGA, UAA

コドン表：ほぼ全ての原核～真核生物に
共通する遺伝子暗号コード

例外事例：ミトコンドリアやマイコプラズマ例外事例 ン リアや イ ラ
UGA（終止） → （トリプトファン）



タンパク質合成

アミノアシルtRNAの合成アミノアシルtRNAの合成



抗生物質とリボソーム抗 物質 リボソ

抗生物質：
感染微生物の増殖を

害 薬物特異的に阻害する薬物
（＝選択毒性）

抗生物質の中には細菌抗生物質の中には細菌
型70Sリボソームの機能
を選択的に抑制し、真核
生物型 ボ生物型80Sリボソームに
作用しない薬物がある。
ストレプトマイシン クロラムフェニコールなどストレプトマイシン、クロラムフェニコールなど



グタンパク質局在を決定するシグナル配列



分泌タンパク質分泌タン ク質
の合成と運搬

シグナル配列

SRP: signal recognition particle
シグナル配列認識粒子

SRP受容体

タンパク質輸送チャネル



タンパク質の翻訳後修飾(1)タンパク質の翻訳後修飾(1)

脂肪鎖付加 GPI付加

リン酸化 糖鎖付加

脂肪鎖付加 GPI付加



タンパク質の翻訳後修飾(2)タンパク質の翻訳後修飾(2)

限定分解（プロセッシング）限定分解（プロセッシング）
アミノ酸側鎖修飾



DNA構造と転写

ヘテロクロマチン：クロマチン高度凝集とDNA
高頻度メチル化した部位（転写が抑制）

ユ クロマチン クロマチン構造がゆるみ DNAユークロマチン：クロマチン構造がゆるみ、DNA
メチル化も解除された部位（転写が活性化）

ヒストンアセチル化と
クロマチン構造



ライオニゼ シ ン ゲノムインプリンティングライオニゼーション ゲノムインプリンティング



DNA損傷



DNA変異がもたらす遺伝子発現への影響変異 も らす遺伝子発現 影響



DNA校正と修復 色素性乾皮症DNA校正と修復 色素性乾皮症


